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の
担
い
手
の
育
成
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

体
験
交
流
型
観
光
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
新
年
度
は
多
く
の
修
学
旅
行
生
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
受
入
れ
準
備
に
努
め

ま
す
。

○
自
然
と
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

　　

シ
ル
バ
ー
層
の
周
防
大
島
町
へ
の
移

住
対
策
の
た
め
、
空
き
家
調
査
及
び
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
の
意
向
調
査
な
ど
を

本
格
的
に
実
施
し
ま
す
。
下
水
道
に
つ

い
て
は
、
新
規
に
久
賀
地
区
及
び
大
島

地
区
の
公
共
下
水
道
整
備
計
画
を
策
定

し
、
下
水
道
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
晩
年
を
豊
か
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

　
町
づ
く
り

　　

避
難
者
の
方
々
の
不
安
解
消
を
図
る

た
め
に
、
防
災
用
品
を
備
え
た
防
災
倉

庫
を
計
画
的
に
設
置
し
、
防
火
水
槽
も

２
基
新
設
し
ま
す
。

　

住
環
境
の
改
善
と
地
元
経
済
対
策
の

一
環
と
し
て
、
住
宅
を
地
元
施
工
業
者

に
よ
り
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
新
規

に
開
始
し
、
特
に
体
験
型
修
学
旅
行
生

受
入
れ
家
庭
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
、

助
成
額
を
さ
ら
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
で
は
従
来
の
が
ん
検
診
に

加
え
て
、
前
立
腺
が
ん
の
検
診
を
新
た

に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
要
望
の
強
い
橘
斎
場

の
葬
儀
場
整
備
、
及
び
大
島
斎
場
の
和

室
等
増
築
の
調
査
設
計
を
開
始
し
、
東

和
病
院
の
未
耐
震
部
分
で
あ
る
東
棟
改

築
の
設
計
業
務
に
も
着
手
し
ま
す
。

○
次
世
代
に
素
敵
な
未
来
を
約
束
す
る

　
町
づ
く
り

　　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
よ
る
「
難

視
聴
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

網
整
備
に
よ
り
そ
の
解
消
を
図
り
、
併

せ
て
一
般
世
帯
も
含
め
加
入
負
担
金
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
下
庄
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
、
山
口
国

体
の
準
備
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化

し
、
選
手
、
関
係
者
等
が
競
技
に
専
念

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
同
時
に

機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
私
の
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

ま
じ
め
に
、
誠
実
に
、
地
道
に
、
謙
虚
に
、

そ
し
て
確
実
に
推
進
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
方

の
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

No 開催日 場所

７
11月９日 橘（真宮）

（テーマ）周防大島町の保育について

８
11月 10日 橘（原）

（テーマ）台風対策および急傾斜危険対策について

ワンテーマディスカッションを開催しています

　町民の皆さんが積極的に町政運営に参画する仕組
みとして、町長自らが町民の皆さんのところに出向
き、自由な雰囲気の中でひざを交えて話し合いを行
い、町民の「声」を聴く意見交換会「町長と意見交
換会（ワンテーマディスカッション）」を実施してい
ます。
　昨年 10 月から 3月までに開催された意見交換会
は表のとおりです。

◆申し込み・問い合わせ
　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

　３月 11日に発生した、東北地方太平洋沖地震並
びに大津波の被災者の方々に、心よりお見舞い申
し上げます。
　また、この度の被災により亡くなられた方々に
衷心よりお悔み申し上げ、哀悼の意を表します。
　町民の皆様方には生活用品などの救援物資や、
自治会を通じての義援金にご協力いただきありが
とうございます。各総合支所・出張所・出先機関
19か所では、４月 30日まで義援金受付箱を設置
しています。
　本町では町民皆様方の多くの義援金のほか、町
としてもさらに５００万円の義援金を予算計上
し、併せて防災備蓄用
品（備蓄食料、飲料水、
毛布や簡易トイレ、携
帯式ラジオなど総額
７００万円）を被災地
へ届けました。また、
町職員（保健師１名）
を被災地へ派遣するな
ど、これからもできる
限りの支援・対応を進
めてまいります。

３月 18 日
岩国海上自衛隊へ防災備蓄用
品などを届け、宮城県の離島、

網
あ じ し ま

地島に送られました。

－　東日本大震災への支援等について　－


